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三
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リ
ビ
ア
当
局
に
対
し
次
の
こ
と
を
要
請
す
る
。

æ

最
大
限
の
抑
制
を
も
っ
て
行
動
し
、
人
権
及
び
国
際
人
道
法
を
尊
重
し
、
ま
た
、
国
際
人
権
監
視
要
員
が
直
ち

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

ç

全
て
の
外
国
人
と
そ
の
資
産
の
安
全
を
確
保
し
、
同
国
か
ら
の
退
去
を
希
望
す
る
人
々
の
出
国
を
促
進
す
る
こ

と

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
外
国
為
替
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
外
国
為

替
及
び
外
国
貿
易
法
第
二
十
四
条
第
一
項

の
許
可
を
要
す
る
特
定
資
本
取
引
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
三
五
）

〇
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品

目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の

原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸

入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
三
六
）

N

〇
外
務
省
告
示
第
七
十
四
号

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
六
日
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
、
リ
ビ
ア
に
対
し
て
、
武
器
の
禁
輸
、
移

動
の
制
限
及
び
資
産
の
凍
結
措
置
等
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
次
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

枝
野

幸
男

二
千
十
一
年
二
月
二
十
六
日
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
が
そ
の
第
六
千
四
百
九
十
一
回
会
合
に
お
い
て
採
択
し

た
決
議
第
千
九
百
七
十
号
（
二
千
十
一
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
情
勢
に
対
し
深
刻
な
懸
念
を
表
明
し
、
文
民
に
対
す
る
暴
力
と
武
力
の
使
用
を
非
難
し
、

平
和
的
な
示
威
運
動
家
に
対
す
る
弾
圧
を
含
む
重
大
で
組
織
的
な
人
権
侵
害
を
遺
憾
と
し
、
文
民
の
死
に
対
す
る
深

い
懸
念
を
表
明
し
、
リ
ビ
ア
政
府
の
最
高
レ
ベ
ル
か
ら
な
さ
れ
た
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
敵
対
行
為
と
暴
力
の
扇
動

を
無
条
件
に
拒
否
し
、

リ
ビ
ア
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
重
大
な
人
権
侵
害
と
国
際
人
道
法
違
反
へ
の
ア
ラ
ブ
連
盟
、
ア
フ
リ
カ
連
合
及
び

イ
ス
ラ
ム
諸
国
会
議
機
構
事
務
局
長
に
よ
る
非
難
を
歓
迎
し
、

二
千
十
一
年
二
月
二
十
六
日
付
け
の
リ
ビ
ア
常
駐
代
表
か
ら
安
全
保
障
理
事
会
議
長
宛
て
の
書
簡
に
留
意
し
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
全
て
の
国
際
人
権
法
違
反
の
容
疑
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
違
反
と
実

行
さ
れ
た
犯
罪
の
事
実
と
状
況
を
立
証
し
、
可
能
な
場
合
に
は
責
任
者
を
特
定
す
る
た
め
に
、
独
立
国
際
調
査
委
員
会

を
早
急
に
派
遣
す
る
こ
と
の
決
定
を
含
む
二
千
十
一
年
二
月
二
十
五
日
付
け
の
人
権
理
事
会
決
議Ａ
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を
歓
迎
し
、

リ
ビ
ア
に
お
い
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
広
範
で
組
織
的
な
攻
撃
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪

に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
暴
力
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
難
民
の
窮
状
に
対
し
懸
念
を
表
明
し
、

負
傷
者
を
手
当
て
す
る
た
め
の
医
薬
品
が
不
足
し
て
い
る
と
の
報
告
に
対
し
て
も
懸
念
を
表
明
し
、

住
民
を
保
護
す
る
リ
ビ
ア
当
局
の
責
任
を
想
起
し
、

報
道
の
自
由
を
含
む
平
和
的
集
会
と
表
現
の
自
由
を
尊
重
す
る
必
要
性
を
強
調
し
、

自
ら
の
監
督
の
下
に
あ
る
部
隊
に
よ
る
も
の
も
含
め
、
文
民
に
対
す
る
攻
撃
の
責
任
者
の
責
任
を
問
う
こ
と
の
必
要

性
を
強
調
し
、

い
か
な
る
捜
査
又
は
訴
追
に
つ
い
て
も
、
安
全
保
障
理
事
会
が
こ
れ
ら
を
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
開
始
せ
ず
、

又
は
続
行
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
た
後
の
十
二
か
月
の
間
、
開
始
し
、
又
は
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
規
定

し
た
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
第
十
六
条
を
想
起
し
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
外
国
人
の
安
全
と
権
利
へ
の
懸
念
を
表
明
し
、

リ
ビ
ア
の
主
権
、
独
立
、
領
土
保
全
及
び
国
家
の
統
一
に
対
す
る
強
い
約
束
を
再
確
認
し
、

国
際
連
合
憲
章
の
下
で
の
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
主
要
な
責
任
に
留
意
し
、

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
し
、
同
憲
章
第
四
十
一
条
に
基
づ
く
措
置
を
と
っ
て
、

１

暴
力
を
直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
住
民
の
正
当
な
要
求
を
満
た
す
た
め
の
措
置
を
要
請
す
る
。

〔
告

示
〕

〇
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
九

百
七
十
号
（
リ
ビ
ア
に
対
す
る
制
裁
に
関

す
る
決
議
）
に
関
す
る
件
（
外
務
七
四
）

J

〇
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ

く
資
産
凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
リ

ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
革
命
指
導
者
及
び
そ
の

関
係
者
を
指
定
す
る
件
（
同
七
五
）

M

〇
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
六
条
第

一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
財
務

大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

支
払
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
財
務
七
二
）

〇
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
二
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
財
務
大
臣
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
本
取
引

を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
七
三
）

N

〇
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
支
払
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件（
経
済
産
業
三
四
）
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